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レクチャーシリーズ no.137 （ジュニアレクチャー）

私たちの日常生活には携帯電話、 PC をはじめ

とする多くの電化製品があふれています。 こう

した電化製品の原理には 「量子」 という概念

がたいへん重要です。 「量子」 という考え方は

約１００年前にどのようにして生み出されたのか、

当時の科学者たちの苦悩をくみとりながらその

誕生物語を見ていきましょう。

先生からのメッセージ

  ミクロ世界を考えるための道具立て、 量子力学は 「量子」 という概念を

基礎に構築されました。 「量子」 概念は 1900 年にドイツの理論物理学者

プランクによって生み出されましたが、 その誕生は熱放射という赤外線領域

を主とする光を精確に測定 ・ 実験できるようになったことの結果でもありました。

講演では、 19 世紀末ドイツの熱放射実験に着目しながら、 「量子」 概念

の誕生物語を示します。

熱放射を測定するための測定機器ボロメーター
 ［ドイツ博物館所蔵］

（2010 年 2 月 2 日 筆者がドイツ博物館にて撮影）

熱放射測定器に必要なガルヴァノメーター（検流計） ［ドイツ博物館所蔵］
（2010 年 1 月 29 日 筆者がドイツ博物館にて撮影）

現在の熱放射実験の様子 ［独立行政法人　産業技術総合研究所］
（2015 年 3 月 26 日 筆者が産業技術総合研究所にて撮影）

小長谷大介『熱輻射実験と量子概念の誕生』北海道大学出版会、2012 年 3 月．

「量子」「量子」　の世界は

どのように生まれたか

The Kyoto University Museum


